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教
育
・
研
究
面
に
お
け
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
建
学
の
精
神
は
「
社
会
に

学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の

育
成
」
で
す
が
、
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
２
０
２
７
年
に
向
け
て
、「
ア

ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
」
を
目

標
に
掲
げ
、
本
学
を
「
世
界
に
学

び
、
世
界
に
貢
献
す
る
理
工
系
人
材

の
育
成
の
場
」
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
推
進
し
て
お
り
、
昨
年
度
実

績
で
本
学
か
ら
の
海
外
派
遣
留
学
生

１
６
７
１
人
、
海
外
か
ら
の
受
け
入

れ
留
学
生
約
１
４
９
０
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
２
０
１
７
年
度
の
協

定
等
に
基
づ
く
日
本
人
学
生
派
遣
数

の
多
い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
本
学

は
５
位
と
な
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
に
よ
る
研
究
力
強
化
に
向

け
て
、
外
国
人
教
員
を
積
極
的
に
採

用
し
て
お
り
、
３
０
８
人
中
37
人
が

外
国
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
観
点
か

ら
女
性
教
員
も
63
人
と
、
理
工
系
の

大
学
と
し
て
は
か
な
り
多
い
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
な
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
学
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
２

種
類
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
で

は
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
を
必
修

化
し
た
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
で
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度

に
は
工
学
部
に
海
外
留
学
生
向
け
の

「
先
進
国
際
課
程
」
を
開
設
し
ま

す
。
学
部
教
育
を
す
べ
て
英
語
で
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
１
年
生
か
ら

研
究
室
に
入
り
、
最
先
端
研
究
に
触

れ
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
を

考
え
て
お
り
、
将
来
的
に
は
全
学
部

と
日
本
人
学
生
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
新
た
な

校
舎
の
建
設
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
お
話
し
た
よ
う
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
研
究
力
強
化
を
考
え
る

と
、
新
た
な
研
究
拠
点
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
２
０
２
２
年
の
完
成
を

目
指
し
て
地
上
14
階
建
て
の
豊
洲
第

二
校
舎
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

資
源
に
乏
し
い
日
本
が
成
長
を
続

け
る
た
め
に
は
科
学
技
術
立
国
を
維

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に

資
す
る
人
材
育
成
に
は
、
本
学
の
役

割
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

技
術
者
と
な
っ
て
世
界
的
課
題
を
解

決
し
た
い
と
い
う
若
者
に
も
、
海
外

と
積
極
的
な
交
流
が
で
き
る
本
学
は

魅
力
的
な
存
在
で
あ
り
、
ぜ
ひ
進
学

し
て
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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「
学
生
は
人
才
」
と
い
う
表
現

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
図
は
？

　

私
は
「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
視

点
に
立
ち
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
才

能
と
個
性
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
と

い
う
意
味
を
こ
め
て
、「
人
材
」
や

「
人
財
」
で
は
な
く
、「
人
才
」
の

文
字
を
使
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
役

割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
潜
在
的
に
持
っ

て
い
る
「
才
智
」
を
掘
り
起
こ
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
有
為
な
「
人
才
」

と
し
て
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
理
念
で
あ
る
「
仏
教
の
教

え
と
禅
の
精
神
」は
、現
代
に
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

技
術
革
新
や
情
報
化
が
急
速
に
進

展
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
複
雑
で

多
面
的
な
社
会
状
況
に
対
応
で
き
る

人
才
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
仏
教
で
い
う「
柔
軟
心
」が
大

き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
知
識
を
社

会
に
役
立
て
る
た
め
の「
智
慧
」と
、

他
者
を
思
い
や
る
「
慈
悲
」
に
裏
打

ち
さ
れ
た
し
な
や
か
な
精
神
こ
そ

が
、
現
代
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る

大
き
な
力
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
一
つ
と
っ
て

も
、
人
間
の
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
第
四
次
産
業
革

命
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
も
根
本
に

は
人
間
存
在
が
あ
り
ま
す
。
専
門
的

な
知
識
や
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
と
同
時
に
対
人
的
な
調
整
能
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め

ら
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
智
慧
と
慈

悲
を
身
に
つ
け
、
自
己
形
成
を
図
ろ

う
と
す
る
本
学
の
教
育
理
念
は
い
つ

の
時
代
に
あ
っ
て
も
古
び
る
こ
と
は

な
い
の
で
す
。

　
　

教
学
環
境
の
整
備
や
、
教
育
・

研
究
面
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

開
校
１
３
０
周
年
を
記
念
し
た

「
種
月
館
」
に
は
グ
ル
ー
プ
学
習
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
適
し
た

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
教
室
な
ど
が
あ

り
、
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
か
ら

教
学
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
幅

広
い
教
養
教
育
・
外
国
語
教
育
に
よ

る「
駒
澤
人
育
成
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
本
格
化
し
て
お
り
、
本
学
の
一
員

た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
な
ど
、「
禅
と
心
」
研
究
の
学

際
的
国
際
的
拠
点
と
な
る
べ
く
「
禅

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
が
進
行
し

て
い
る
ほ
か
、公
開
講
座
や
玉
川
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
は
地
域
の
方
に
も
多
く
参

加
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
貢
献
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仏
教
の
教
え
と
禅
の
精
神
を
現
代
に
生
か
す

「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
視
点
に
立
ち

　
　

社
会
変
革
の
時
代
、
ど
の
よ
う

な
人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
か
。

　

社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
共
に
デ

ー
タ
駆
動
型
へ
シ
フ
ト
し
、
こ
れ
ら

に
向
き
合
い
新
し
い
社
会
を
創
造
す

る
人
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
問
わ
れ
る
の
は
人
間
性
で
す
。

多
様
性
あ
る
国
際
社
会
で
信
頼
を
得

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、「
人
間
と
は
、

人
間
中
心
の
社
会
と
は
何
か
」
と
い

う
本
質
的
な
課
題
に
直
面
し
ま
す
。

一
方
で
、
社
会
を
切
り
開
く
リ
ー
ダ

ー
は
、
備
え
る
智
に
創
造
性
を
持
た

せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
高
い
専

門
性
と
深
い
教
養
を
発
揮
す
る
こ
と

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
着
想
を

生
み
、
新
た
な
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
力
を
創
出
し
ま
す
。

　
　

「
基
盤
力
」
と
は
何
で
す
か
。

　

自
分
の
立
ち
位
置
を
見
極
め
、
社

会
に
貢
献
し
、
自
分
自
身
の
信
念
を

貫
く
た
め
に
は
、
国
際
通
用
性
と
創

造
性
に
溢
れ
る
智
の
基
盤
が
必
要
で

す
。
学
部
教
育
は
学
び
の
最
終
機
会

で
は
な
く
、
社
会
に
出
て
50
年
学
び

続
け
る
た
め
の
基
盤
を
身
に
付
け
る

機
会
と
言
え
ま
す
。
デ
ー
タ
駆
動
型

社
会
へ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
も
必
要
で

す
。
一
体
我
々
人
間
は
Ａ
Ｉ
に
何
を

問
う
の
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
リ
テ
ラ

シ
ー
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
複
合
的
視
座
の
獲
得
も
重
要

で
す
。学
際
的
、融
合
的
な
学
び
の
機

会
、
経
験
・
実
践
に
よ
る
学
び
の
応

用
も
基
盤
力
の
要
素
に
な
り
ま
す
。

　
　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た

新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
く

だ
さ
い
。

　

本
学
で
は
、人
間
性
の
陶
冶
、専
門

軸
の
構
築
、
国
際
通
用
性
と
創
造
性

を
有
す
る
教
養
教
育
、
新
時
代
の
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
、経
験
・
実
践
機
会
な

ど
を
重
視
し
て
、
全
学
教
育
体
系
を

再
構
築
し
て
い
ま
す
。
特
に
教
養
教

育
と
専
門
教
育
が
有
機
的
に
結
合
し

た
新
し
い
応
用
力
を
創
出
す
る
仕
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
、Sophia 

P
rogram

 for S
ustainable 

Futures

と
呼
ば
れ
る
英
語
に
よ

る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま

す
。
持
続
可
能
社
会
を
、
社
会
学
、

教
育
学
、新
聞
学
、経
済
学
、経
営
学
、

Global Studies

の
６
学
科
７
分
野

の
立
場
か
ら
考
え
ま
す
。
こ
こ
に
属

す
る
学
生
は
共
通
の
コ
ア
科
目
の
授

業
も
受
け
、
社
会
の
持
続
可
能
性
を

多
面
的
に
捉
え
、
多
角
的
に
議
論
す

る
機
会
を
得
る
の
で
す
。

　

上
智
大
学
は
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
先

を
展
望
し
な
が
ら
新
た
な
教
育
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
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貴
学
の
使
命
と
教
育
理
念
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

１
８
７
５
年
の
創
立
以
来
、
日
本

の
女
子
教
育
の
先
達
と
し
て
道
を
切

り
拓
い
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
「
学

ぶ
意
欲
の
あ
る
す
べ
て
の
女
性
に
と

っ
て
、
真
摯
な
夢
の
実
現
の
場
と
し

て
存
在
す
る
」
と
の
理
念
の
も
と
、

広
い
視
野
と
豊
か
な
感
性
を
持
ち
、

未
来
を
担
う
女
性
た
ち
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
社
会
を

創
る
女
性
た
ち
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し

い
学
び
の
場
は
、
旧
来
の
性
に
よ
る

役
割
意
識
か
ら
開
放
さ
れ
、
自
由
に

自
身
の
資
質
・
能
力
を
開
発
で
き
る

女
子
大
学
だ
と
考
え
ま
す
。
画
一
的

な
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら

責
任
を
も
っ
て
、
活
動
の
中
心
に
身

を
置
い
て
挑
戦
で
き
る
本
学
で
の
経

験
は
、
学
生
の
自
立
心
を
高
め
、
変

化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
も
、
柔

軟
な
思
考
力
と
適
切
な
判
断
力
で
、

平
和
で
幸
せ
な
社
会
を
創
る
こ
と
に

貢
献
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　

２
０
１
９
年
度
よ
り
全
学
部
の

１
・
２
年
生
対
象
に
数
理
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
」
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」
、「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
な
ど
、
特
色

あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
豊

か
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
大
き
な
変
動
の
時
代
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
特
に
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
技
術
革
新
が
進

み
、
文
系
理
系
を
問
わ
ず
、
様
々
な

数
値
デ
ー
タ
を
理
解
・
駆
使
す
る
こ

と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

よ
り
文
系
学
生
で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
文
理
融
合
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
全
学
部
の

１
・
２
年
生
を
対
象
に
開
講
し
ま
し

た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
卒
業
研
究
、
実

社
会
、
実
生
活
で
必
要
な
数
理
デ
ー

タ
を
理
解
で
き
る
基
礎
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

国
際
感
覚
が
養
え
る
環
境
を
整

備
し
ま
し
た
が
。

　

人
々
の
多
様
性
を
互
い
に
包
摂
す

る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
」
の
観
点
か
ら
、
若
い
女

性
た
ち
が
多
様
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を

持
つ
人
々
と
深
く
理
解
し
あ
い
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
で
き

る
よ
う
、
現
在
ま
で
に
29
カ
国
80
大

学
と
の
間
で
交
流
協
定
を
締
結
。

２
０
１
９
年
３
月
に
は
「
国
際
交
流

留
学
生
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
本
学
学
生
、
留
学
生
、
同
窓

生
、
地
域
の
方
々
が
集
い
、
互
い
の

文
化
や
考
え
方
を
学
び
合
う
場
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
し

社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

国際日本学部（2020年４月開設）

　
　

来
春
、
国
際
日
本
学
部
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
14
年
ぶ
り
と
な
る
新
し
い
学

部
「
国
際
日
本
学
部
」
は
、
文
化
へ

の
深
い
理
解
と
交
流
を
学
び
の
基
軸

と
す
る
学
部
で
す
。
こ
の
学
部
で
は

「
文
化
交
流
、
多
文
化
共
生
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
深
い
専
門
性
と
幅
広
い
教
養
を

兼
ね
備
え
た
、
世
界
と
日
本
、
地
域

を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
文
化
交
流
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
「
国

際
文
化
交
流
学
科
」
、
日
本
文
化
を

学
ぶ
「
日
本
文
化
学
科
」
、
歴
史
・

民
俗
学
を
学
ぶ
「
歴
史
民
俗
学
科
」

の
３
学
科
体
制
で
、
多
様
な
文
化
や

価
値
観
を
理
解
し
、
足
元
に
あ
る

「
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ（
根
）」と
広
い
世
界
に

羽
ば
た
く「
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ（
翼
）」を
と

も
に
学
ぶ
学
部
と
な
り
ま
す
。

　
　

２
０
２
１
年
に
は
新
キ
ャ
ン
パ

ス
も
誕
生
し
ま
す
。

　

み
な
と
み
ら
い
21
地
区
は
国
際
的

な
企
業
が
多
く
誘
致
さ
れ
る
な
ど
、

世
界
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と
し
て

急
速
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地

に
本
学
の
中
で
も
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
に
重
点
を
置
く
外
国
語
学
部
、

国
際
日
本
学
部
、
経
営
学
部
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社

会
、
そ
し
て
世
界
に
開
か
れ
た
大
学

教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
低
層
階
は
市
民
に
開
か
れ
た

空
間
と
し
、
人
々
の
自
由
な
交
流
と

賑
わ
い
を
創
出
す
る
ほ
か
、
産
官
学

連
携
の
中
核
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム「
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

の
設
置
も
計
画
し
て
お
り
、
す
で
に

い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行

し
て
い
ま
す
。新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、国

内
外
か
ら
約
５
０
０
０
人
の
学
生
が

集
い
、多
様
な「
知
」が
交
流
す
る
新

た
な
学
び
の
拠
点
と
な
る
の
で
す
。

　
　

そ
の
よ
う
な
動
き
は
国
連
が
採

択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
創
立
者
で
あ
る
米
田
吉

盛
先
生
が
、「
教
育
は
人
を
造
る
に

あ
り
」
と
説
い
て
以
来
、
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
の
叡
智
に
基

づ
く
教
育
重
視
の
伝
統
を
堅
持
し

て
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。
建
学
の
精
神
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は

１
９
３
３
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
給

費
生
試
験
な
ど
、
本
学
の
理
念
や
取

り
組
み
の
数
々
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精

神
に
も
符
合
し
て
い
る
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
人
類
の
課
題
解
決
の
た
め

の
学
び
を
通
じ
、
21
世
紀
を
生
き
抜

く
実
践
的
能
力
と
国
際
的
感
性
を
身

に
つ
け
た
「
良
識
あ
る
市
民
」
を
育

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大阪大学博士（経済学）。2013年経済学部
長兼第二経済学部長、2016年4月より現
職。文部科学省大学設置・学校法人審議
会大学設置分科会特別委員、公益財団法
人大学基準協会理事、日本サラマンカ大
学友の会理事、神奈川県日中友好協会副
会長、山形県総合政策審議会会長なども
務める。山形県出身、64歳。

新
学
部
・
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
を
軸
に

人
類
の
諸
課
題
を
解
決
し
う
る
人
材
を
育
成

大学総長･
学長への
インタビュー

大学総長･大学総長･
学長への学長への
インタビューインタビュー

大学総長･
学長への
インタビュー

我が国の大学を絶えざる挑戦と創造の場へと再生することは、日本が再び
世界の中で競争力を高め、｢日本再生｣の輝きを取り戻すうえでも非常に重要です。

大学力の向上こそ日本力増進の鍵と言えるのではないでしょうか。
株式会社日本ドリコム　代表取締役社長　小林 淳一郎

我が国の大学を絶えざる挑戦と創造の場へと再生することは、日本が再び
世界の中で競争力を高め、｢日本再生｣の輝きを取り戻すうえでも非常に重要です。

大学力の向上こそ日本力増進の鍵と言えるのではないでしょうか。
株式会社日本ドリコム　代表取締役社長　小林 淳一郎

我が国の大学を絶えざる挑戦と創造の場へと再生することは、日本が再び
世界の中で競争力を高め、｢日本再生｣の輝きを取り戻すうえでも非常に重要です。

大学力の向上こそ日本力増進の鍵と言えるのではないでしょうか。
株式会社日本ドリコム　代表取締役社長　小林 淳一郎

P R  〈企画･制作〉産経新聞社メディア営業局　〈企画･協力〉株式会社日本ドリコムP R  〈企画･制作〉産経新聞社メディア営業局　〈企画･協力〉株式会社日本ドリコムP R  〈企画･制作〉産経新聞社メディア営業局　〈企画･協力〉株式会社日本ドリコム

生す生す生す
輝きを取り戻すう戻すう戻すう戻すう輝きを取り戻すう輝きを取り戻すう
増進の鍵と言えるのではないでえええ増進の鍵と言えるのではないでし増進の鍵と言えるのではないでし

本が再び本本本本が再び本が再び
重要です。重要です。重要です。
し うかし うかうか

することは、日こここすることは、日することは、日
うえでも非常に重えでも非常にえでも非常にえでも非常にうえでも非常に重うえでも非常に重

はな しな しはな し

我が国の大学を絶えざる挑戦と創大学を絶えざ大学を絶えざ大学を絶えざ我が国の大学を絶えざる挑戦と創我が国の大学を絶えざる挑戦と創
の中で競争力を高め ｢日本再生｣の本本本の中で競争力を高め ｢日本再生｣の輝の中で競争力を高め ｢日本再生｣の輝

造の場へと再へへへ創造の場へと再創造の場へと再
きを取り戻す輝きを取り戻す輝きを取り戻す

https://www.sankeisquare.com/ https://dricomeye.net/77_pdf/

総合政策学部総合政策学部

一般入試 Web出願開始

津田塾大学創設者

津田 梅子 1/6（月）
一般般入入試 Weebbb 開始出出出願開願開

1/6（月）

時代の求める課題解決能力を
実践的な学びで身につける
時時時時時時時時時時時時代代代代代代代代代ののののののの求求求求求求求求求求求求めめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるる課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題解解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決決能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力力力ををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践的的的的的的的的的的的的なななななななななな学学学学学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびびびでででででででででででで身身身身身身身身身身身身ににににににににににつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
時代の求める課題解決能力を
実践的な学びで身につける

学芸学部 総合政策学部

髙橋 裕子

津
田
梅
子
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
受
け
継
ぎ

変
革
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

1980年津田塾大学学芸学部英文学科
卒業後、ロータリー財団奨学生として
カンザス大学で学ぶ。1984年筑波大学
大学院修士課程（国際学修士）、1989
年カンザス大学大学院（Ｐｈ.Ｄ.）。桜美
林大学専任講師・助教授を経て、1997
年津田塾大学学芸学部英文学科助教
授。2004年教授に就任。広報・学生担
当、学務担当学長補佐、研究支援担当
学長特別補佐などを務め、2016年より
現職。

　
　

創
立
者
・
津
田
梅
子
が
新
五
千

円
札
の
肖
像
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

財
務
省
の
選
定
理
由
に
は
、
津
田

梅
子
が
近
代
的
な
女
子
高
等
教
育
に

尽
力
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
学
は
来
年
創
立
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
長

き
に
わ
た
っ
て
社
会
に
寄
与
す
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と

も
、
梅
子
の
評
価
を
高
め
て
き
た
ポ

イ
ン
ト
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　

「
変
革
を
担
う
女
性
の
育
成
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

津
田
梅
子
が
１
９
０
０
年
に
本
学

の
前
身
で
あ
る
「
女
子
英
学
塾
」
を

設
立
す
る
際
に
は
、
新
た
な
こ
と
に

挑
戦
し
、
世
界
を
切
り
拓
い
て
く
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
女
性
の
育
成

を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
受
け
継
ぐ
べ
く
３

年
前
に
新
設
し
た
の
が
総
合
政
策
学

部
で
す
。
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
に
加
え
て
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
や
デ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
ス
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
、

現
代
社
会
に
お
け
る
課
題
に
取
り
組

む
学
び
が
特
色
で
す
。
例
え
ば
、
過

疎
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
地
元

の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
と
い
っ
た

課
題
解
決
型
の
手
法
を
用
い
た
学
び

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
」
が

中
心
と
な
り
、
海
外
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

こ
え
た
学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

学
生
が
自
分
を
見
つ
め
、
社
会
と
つ

な
が
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
研
究
面
で
は
、
私
立
大
学

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
で
採
択

さ
れ
た
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
」
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
、
女
性
や
高
齢
者
、
障
が
い
を

持
っ
た
人
々
を
包
摂
す
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
あ
り
方
な
ど
、
多
方
面
か

ら
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　

最
後
に
受
験
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
学
を
卒
業
し
て
い
く
学
生
た
ち

は
異
口
同
音
に
「
志
の
高
い
仲
間
と

出
会
え
た
こ
と
が
一
番
の
財
産
」
と

話
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員

も
志
の
高
い
学
生
た
ち
を
教
育
す
る

こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
誇
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。
本
学
に
入
学
し
た
あ
か

つ
き
に
は
、
志
の
高
い
仲
間
と
熱
心

な
教
職
員
に
囲
ま
れ
、
自
分
に
は
大

き
な
伸
び
し
ろ
が
あ
る
こ
と
を
実
感

で
き
る
は
ず
で
す
。
自
分
の
関
心
の

あ
る
分
野
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
仲

間
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
惜
し
ま

な
い
学
生
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

スポーツ科学科　スポーツ健康モデル／スポーツ教育モデル／地域スポーツモデル

駿河台大学スポーツ科学部 2020年4月開設！

スポーツ科学の学びを通じて、
健康で文化的な生きがいのある
生活が送ることができる社会を構築することに
貢献するスポーツ人を養成します。

学長

大森 一宏

早稲田大学政治経済学部卒業、同大学
院にて博士（経済学）取得。主な専門分
野は日本経済史、日本経営史。 2006年
４月駿河台大学経済学部（現経済経営
学部）教授に就任。2012年４月より経済
学部長、2015年４月より副学長、2016
年４月よりグローバル教育センター長
を歴任。2019年４月より学長に就任し、
現在に至る。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
２
０
２
０

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
で
生
き

る
力
、い
わ
ゆ
る「
駿
大
社
会
人
基
礎

力
」
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
学
部
開
設
の
意
義
で
す
。
ア
ス

リ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
何
ら
か
の
形

で
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
り
た
い
学
生

た
ち
に
、
様
々
な
学
び
の
場
を
提
供

し
ま
す
。
中
で
も
科
学
的
な
知
識
に

基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
指
導
法

を
学
ぶ
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
」、幅
広
い

知
識
を
ベ
ー
ス
に
合
理
的
で
効
果
的

な
指
導
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
「
ス
ポ

ー
ツ
教
育
」、ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
振
興

に
役
立
て
る「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
」の
３

つ
の
学
習
モ
デ
ル
を
用
意
。ス
ポ
ー

ツ
の
専
門
家
を
は
じ
め
、
多
彩
な
分

野
で
活
躍
し
、
広
く
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

　
　

駿
大
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
・
強

化
を
図
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
１
の
展
望
は
。

　

特
に
教
育
力
の
向
上
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
「
駿
大
社

会
人
基
礎
力
」
を
確
実
に
身
に
付
け

さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
生
一

人
ひ
と
り
の
教
育
成
果
の
把
握
と
そ

れ
に
基
づ
く
教
育
改
善
、
主
体
的
な

学
び
の
推
進
、
さ
ら
に
学
習
支
援
の

強
化
と
い
っ
た
教
育
環
境
の
総
合
的

な
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学

習
支
援
で
は
、
学
生
た
ち
の
ど
ん
な

疑
問
や
悩
み
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
学
内
に
常
駐
す
る
教
員
を
配
置

し
、
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
駿
河
台
大
学
の
学
生
は
１

年
次
か
ら
少
人
数
の
ゼ
ミ
に
所
属
し

ま
す
が
、
各
ゼ
ミ
に
職
員
を
配
置
し

て
教
員
と
職
員
が
連
携
し
て
学
生
た

ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
根
本
に
は
駿
河
台
大
学
の
理
念

「
愛
情
教
育
」
が
あ
り
ま
す
。
き
め

細
か
く
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
教
育

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
と
の
貢
献
や
か
か
わ
り
を

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

駿
河
台
大
学
は
埼
玉
県
飯
能
市
を

拠
点
と
し
て
お
り
、
そ
の
地
域
に
根

ざ
し
て
活
躍
で
き
る
学
生
を
育
て
る

こ
と
が
存
在
意
義
の
ひ
と
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
地
域
貢
献
の
一
例
と

し
て
、
毎
年
学
生
た
ち
は
飯
能
信
用

金
庫
な
ど
が
主
催
す
る
町
お
こ
し
を

テ
ー
マ
に
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
飯
能
河
原
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

飯
能
を
ト
レ
イ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

聖
地
に
す
る
と
い
っ
た
提
案
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
駿
河

台
大
学
は「
愛
情
教
育
」を
実
践
し
、

学
生
全
員
が
地
域
で
輝
く
存
在
に
成

長
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

駿
大
な
ら
で
は
の
愛
情
教
育
で

地
域
社
会
で
輝
く
人
材
を
育
成


